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誤 正
68 頁 左段 下から 19 行目 フェリン，ヘモグロビンなどの鉄結合蛋白質（シ

デロフォア siderophore）との複合体であり，
フェリン，ヘモグロビンなどの鉄結合蛋白質との
複合体であり，

68 頁 左段 下から 14 行目 鉄結合蛋白質を分泌し，鉄－シデロフォア結合体 鉄結合蛋白質（シデロフォア siderophore）を分
泌し，鉄－シデロフォア結合体

80 頁 右段 下から 6 行目 80%，イソプロパノールでは 30 ～ 50% の至適 80%，イソプロパノールでは 50 ～ 70% の至適
112 頁 右段 下から 12 行目 性結核菌），Y. enterocoltica（エルシニア腸炎）の 性結核菌），Y. enterocoltica（腸炎エルシニア）の
113 頁 表 8-3 「仮性結核」の「病原
体」の項 Y. enterocolitica Y. pseudotuberculosis

116 頁 左段 下から 8 行目 　至適培養温度は 37℃で，普通寒天培地や TSA
培地などの一般培地でよく発育し，

　普通寒天培地や TSA 培地などの一般培地でよ
く発育し，

122 頁 左段「（1）分 類」の 1 行目 　パスツレラ Pasteurella 属，マンヘイミア
Mannheimia 属および 　マンヘイミア Mannheimia 属および

123 頁 右段 上から 10 行目 ある易熱性の皮膚壊死毒素 dermonecrototic toxin ある易熱性の皮膚壊死毒素 dermonecrotic toxin
155 頁 表 8-23 「病原体」の項，下
から 2 段目 Plebotella sp. Prevotella sp.

294 頁 左段 下から 1 行目 肝炎ウイルスに関する生化学的な知見が多く得ら や C 型肝炎ウイルスに関する生化学的な知見が多
く得ら

466 頁 右段 上から 1 行目 属，ナニチア Nanizzia 属，トリコフィトン 属，ナニチア Nannizzia 属，トリコフィトン
467 頁 表 14-2「皮膚糸状菌症（人
獣）」の 「主要原因菌」1 行目 Microsporum canis，Nannizia gypsea， Microsporum canis，Nannizzia gypsea，

467 頁 表 14-2「スポロトリクス症
（人獣）」の「主要原因菌」2 行目 S. schenckii sensu stricto S. schenckii sensu stricto

467 頁 右段 下から 3 行目 70% が Microsporum canis で，Nannizia gypsea 70% が Microsporum canis で，Nannizzia gypsea
468 頁 左段 上から 6 行目 への感染源となる。その他 Nannizia gypsea， への感染源となる。その他 Nannizzia gypsea， 
468 頁 右段 上から 1 行目 （2）Nannizia gypsea および N. incurvata （2）Nannizzia gypsea および N. incurvata
468 頁 図 14-9 キャプション Nannizia gypsea の集落 Nannizzia gypsea の集落
469 頁 図 14-10 キャプション Nannizia gypsea の大分生子 Nannizzia gypsea の大分生子
469 頁 左段 上から 3 行目 関係の深い土壌中から効率に分離される。 関係の深い土壌中から高率に分離される。
474 頁 右段 上から 9 行目 brasiliensis，S. schenckii sensu stricto， brasiliensis，S. schenckii sensu stricto，
474 頁 右段 上から 12 行目 globosa，S. schenckii sensu stricto， globosa，S. schenckii sensu stricto，
474 頁 右段 下から 11 行目 原性が認められる。スポロトリクスは二形成菌 原性が認められる。スポロトリクスは二形性菌
474 頁 右段 下から 6 行目 スポロトリクスは，世界各地の温暖～熱帯に スポロトリクスは，世界各地の温帯～熱帯に
475 頁 左段 上から 14 行目 sensu stricto で，ブラジルと同様に sensu stricto で，ブラジルと同様に
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誤 正

19 頁 右段 下から 2 行目 とも呼ばれる）とペプチドグリカン層の間にペリプラ
スム間隙 periplasmic space が

と も 呼 ば れ る ） と 外 膜 の 間 に ペ リ プ ラ ス ム 間 隙
periplasmic space が

20 頁 図 2-8 の右側の中ほ
ど

64 頁 表 5-1 右列「毒素に
よる症状」の 1 行目 水溶性下痢 水様性下痢

114 頁 表 8-4

125 頁 左段 下から 1 行目

　 表 8-11 に 示 し た よ う に，H. influenzae と
Mannheimia haemolytica はオキシダーゼを産生し，
発育に際して X 因子と V 因子を両方要求するが，H. 
parasuis と Avibacterium paragallinarum はオキシダー
ゼを産生せず，V 因子のみを要求する。

　 表 8-11 に 示 し た よ う に，H. influenzae は， 発
育に際して X 因子と V 因子を両方要求するが，H. 
parasuis と Avibacterium paragallinarum は，V 因子の
みを要求する。

125 頁 表 8-11
「M. haemolytica」の列の上
から 2 行目，3 行目

＋
＋

－
－

128 頁 右段 上から 1 行目 エステラーゼやプロテアーゼなどの細胞外酵素は エラスターゼをはじめとするプロテアーゼなどの細胞
外酵素は

149 頁 左段 上から 4 行目 感染する。細胞内では細胞基質で増殖し， 感染する。細胞内では細胞質基質で増殖し，

20 第 2 章　細菌の分類と微細構造

スム間隙 periplasmic space がある。

（1）外　膜
　脂質 2 重層，外膜蛋白質および外側のリポ多
糖 からなる。

a．外膜蛋白質

　複数の外膜蛋白質が存在し，その中にポーリン

と呼ばれる物質の膜輸送に関連した蛋白質があ

る。

b．リポ多糖

　リポ多糖 lipopolysaccharide（LPS）は，リピ

ド A と多糖からなる。リピド A はエンドトキシ

ン（内毒素）として作用するため，臨床上，極め

て重要である。また，糖鎖は細菌菌体の抗原性を

決定する O 抗原となる。

（2）ペリプラスム間隙
　分泌された酵素や毒素などが貯えられている。

C．細胞質

　細胞質 cytoplasm は，細胞質膜内に囲まれ半流

動性である。核様体，リボソーム，プラスミド等

を含んでいる。細胞質の 80% は水分で，残りの

20% は，酵素やその他の蛋白質，炭水化物，脂質，

様々な無機イオンが水分に溶解または浮遊してい

る。多くの化学反応や同化，異化反応が細胞質中

で行われている。

1）核様体
　真核細胞との最も大きく異なる原核細胞の特徴

は核膜による核の境界がないことである。細菌

の染色体は，核様体 nucleoid という構造をとる。

核様体には主に DNA が含まれ，一部の RNA およ

び関連する蛋白質（ヒストン様蛋白質）が存在す

る。核様体は，1 つの環状の染色体からなると考

えられていたが，2 つまたは 3 つの環状染色体を

もつ菌種も見つかっている（表 4-1）。病原細菌

で は，Brucella melitensis は， 約 2.1Mbp お よ び

約 1.2Mbp，Vibrio cholerae は， 約 3.0Mbp お よ

び約 1.1Mbp の大小の染色体をもつ。2 つの染色

体が増殖に必要である。

2）リボソーム
　RNA と蛋白質からなる粒子で，蛋白質合成の

場である。細菌の細胞質にはリボソームが豊富

に存在し，30S および 50S のサブユニットから

70S のリボソームが構成されている。細菌の 30S

のサブユニットは，16S rRNA および 21 種類の

蛋白質から，50S のサブユニットは 5S rRNA，

23 rRNA および 34 種類の蛋白質から構成される。

図 2-8　グラム陰性菌の細胞壁の模式図
図8 グラム陰性菌の細胞壁の模式図 
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114 第 8 章　細菌学各論

は Yersinia の外膜蛋白質（Yops）が，96.2kb プ

ラスミドにはエンベロープ抗原（Fraction 1），

murine toxin がコードされている。Fraction 1 抗

原，VW 抗原，ペスチシン（バクテリオシンの 1

種）などの病原因子の検出は，本菌の同定に重要

である。一方，Y. ruckeri は pYV やⅢ型分泌装置

がなく，病原因子については不明な点が多い。エ

ルシニア属菌は Y. pseudotuberculosis を除き，β-

ラクタマーゼ活性があるため，アンピシリンなど

β- ラクタム系抗生物質に対しては感受性が低い。

（3）エルシニア属菌による感染症
a．ペスト plague

　日本では「感染症法」で一類感染症に指定され

ている。ペストの起因菌は Y. pestis（ペスト菌）

である。ペストは中世では猛威をふるい，黒死病

と恐れられた。日本では 1926 年以降発生してい

ないが，アジアや北南米，アフリカでは現在でも

患者が見られる。保菌動物（齧歯類，プレリードッ

グなど野生動物等）からノミの吸血を介して人に

感染する他，感染動物の喫食や，感染ノミの糞便

を介しても発症する。感染経路や臨床所見により，

皮膚ペスト，腺ペスト，肺ペスト，敗血症ペスト

の病型に分類される。皮膚ペストでは病変は皮膚

に限局し，丘疹に始まり，水疱，膿疱，潰瘍と症

状が変化する。腺ペストは人でのペストの約 8 ～

9 割を占める。発症までの潜伏期は約 2 ～ 7 日で，

保菌動物を吸血したノミに刺された後，38℃以

上の発熱の後，頭痛，倦怠感，悪寒などの全身症

状の他，刺された近傍のリンパ節と頸部，腋窩や

鼠径リンパ節の有痛性腫大や膿瘍が見られる。病

変部から血流を介して肺に菌が移行し，増殖する

と肺炎症状を伴う肺ペストが引き起こされる。肺

ペストでは患者の喀痰を介した飛沫感染により感

染が拡大する。治療にはテトラサイクリンとシプ

ロフロキサシンが推奨されている。

　猫では保菌動物の齧歯類の捕食による発症が報

告されている。症状は人と同様である。肺ペスト

の猫から人や他の動物への飛沫感染が起こり得る

ため，発症猫の取扱いには十分な注意が必要であ

る。

b．豚のエルシニア症 swine yersiniosis

　原因菌はY. enterocoliticaとY. pseudotuberculosis。

エルシニア症はこれらの菌種による感染症の総称

である。幼若な肥育豚に発熱，軽度の下痢，関節

炎を引き起こすが，多くは不顕性感染である。ワ

クチンは実用化されておらず，治療にはアミノグ

リコシドやセフェム系が用いられる。保菌豚では

腸管や扁桃に菌が定着し，肉や環境汚染を通じて

表 8-4　Yersinia 属主要菌の生化学性状

Y. pestis Y. pseudotuberculosis Y. enterocolitica Y. ruckeri

運動性（22℃） － ＋ ＋ ＋
ウレアーゼ － ＋ ＋ －
オキシダーゼ － － － －
カタラーゼ ＋ ＋ ＋ ＋
インドール － V － －
クエン酸利用（Simmons 培地） － － － ＋
リジン脱炭酸 － － － ＋
グルコース ＋ ＋ ＋ ＋
ラクトース － － － －
マンニトール ＋ ＋ ＋ ＋
シュークロース － ＋ － －
ソルビトール ｄ ＋ － ｄ
セロビオース － ＋ － －
ラムノース － － ＋ －
VP 反応 － － ＋ －

V：菌株により様々
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【第 2刷をお持ちの方】

「獣医微生物学 第 4 版」正誤表

誤 正

116 頁 左段 下から 8 行目 　至適培養温度は 37℃で，普通寒天培地や TSA
培地などの一般培地でよく発育し，

　普通寒天培地や TSA 培地などの一般培地でよ
く発育し，

122 頁 左段「（1）分 類」の 1 行目 　パスツレラ Pasteurella 属，マンヘイミア
Mannheimia 属および 　マンヘイミア Mannheimia 属および

123 頁 右段 上から 10 行目 ある易熱性の皮膚壊死毒素 dermonecrototic toxin ある易熱性の皮膚壊死毒素 dermonecrotic toxin
142 頁 左段 下から 15 行目 　スピリルム Spirillim 属は， 　スピリルム Spirillum 属は，

294 頁 左段 下から 1 行目 肝炎ウイルスに関する生化学的な知見が多く得ら や C 型肝炎ウイルスに関する生化学的な知見が多
く得ら

　
誤 正

19 頁 右段 下から 2 行目 とも呼ばれる）とペプチドグリカン層の間にペリプラ
スム間隙 periplasmic space が

と も 呼 ば れ る ） と 外 膜 の 間 に ペ リ プ ラ ス ム 間 隙
periplasmic space が

20 頁 図 2-8 の右側の中ほ
ど

64 頁 表 5-1 右列「毒素に
よる症状」の 1 行目 水溶性下痢 水様性下痢

114 頁 表 8-4

125 頁 左段 下から 1 行目

　 表 8-11 に 示 し た よ う に，H. influenzae と
Mannheimia haemolytica はオキシダーゼを産生し，
発育に際して X 因子と V 因子を両方要求するが，H. 
parasuis と Avibacterium paragallinarum はオキシダー
ゼを産生せず，V 因子のみを要求する。

　 表 8-11 に 示 し た よ う に，H. influenzae は， 発
育に際して X 因子と V 因子を両方要求するが，H. 
parasuis と Avibacterium paragallinarum は，V 因子の
みを要求する。

125 頁 表 8-11
「M. haemolytica」の列の上
から 2 行目，3 行目

＋
＋

－
－

128 頁 右段 上から 1 行目 エステラーゼやプロテアーゼなどの細胞外酵素は エラスターゼをはじめとするプロテアーゼなどの細胞
外酵素は

149 頁 左段 上から 4 行目 感染する。細胞内では細胞基質で増殖し， 感染する。細胞内では細胞質基質で増殖し，

20 第 2 章　細菌の分類と微細構造

スム間隙 periplasmic space がある。

（1）外　膜
　脂質 2 重層，外膜蛋白質および外側のリポ多
糖 からなる。

a．外膜蛋白質

　複数の外膜蛋白質が存在し，その中にポーリン

と呼ばれる物質の膜輸送に関連した蛋白質があ

る。

b．リポ多糖

　リポ多糖 lipopolysaccharide（LPS）は，リピ

ド A と多糖からなる。リピド A はエンドトキシ

ン（内毒素）として作用するため，臨床上，極め

て重要である。また，糖鎖は細菌菌体の抗原性を

決定する O 抗原となる。

（2）ペリプラスム間隙
　分泌された酵素や毒素などが貯えられている。

C．細胞質

　細胞質 cytoplasm は，細胞質膜内に囲まれ半流

動性である。核様体，リボソーム，プラスミド等

を含んでいる。細胞質の 80% は水分で，残りの

20% は，酵素やその他の蛋白質，炭水化物，脂質，

様々な無機イオンが水分に溶解または浮遊してい

る。多くの化学反応や同化，異化反応が細胞質中

で行われている。

1）核様体
　真核細胞との最も大きく異なる原核細胞の特徴

は核膜による核の境界がないことである。細菌

の染色体は，核様体 nucleoid という構造をとる。

核様体には主に DNA が含まれ，一部の RNA およ

び関連する蛋白質（ヒストン様蛋白質）が存在す

る。核様体は，1 つの環状の染色体からなると考

えられていたが，2 つまたは 3 つの環状染色体を

もつ菌種も見つかっている（表 4-1）。病原細菌

で は，Brucella melitensis は， 約 2.1Mbp お よ び

約 1.2Mbp，Vibrio cholerae は， 約 3.0Mbp お よ

び約 1.1Mbp の大小の染色体をもつ。2 つの染色

体が増殖に必要である。

2）リボソーム
　RNA と蛋白質からなる粒子で，蛋白質合成の

場である。細菌の細胞質にはリボソームが豊富

に存在し，30S および 50S のサブユニットから

70S のリボソームが構成されている。細菌の 30S

のサブユニットは，16S rRNA および 21 種類の

蛋白質から，50S のサブユニットは 5S rRNA，

23 rRNA および 34 種類の蛋白質から構成される。

図 2-8　グラム陰性菌の細胞壁の模式図
図8 グラム陰性菌の細胞壁の模式図 
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は Yersinia の外膜蛋白質（Yops）が，96.2kb プ

ラスミドにはエンベロープ抗原（Fraction 1），

murine toxin がコードされている。Fraction 1 抗

原，VW 抗原，ペスチシン（バクテリオシンの 1

種）などの病原因子の検出は，本菌の同定に重要

である。一方，Y. ruckeri は pYV やⅢ型分泌装置

がなく，病原因子については不明な点が多い。エ

ルシニア属菌は Y. pseudotuberculosis を除き，β-

ラクタマーゼ活性があるため，アンピシリンなど

β- ラクタム系抗生物質に対しては感受性が低い。

（3）エルシニア属菌による感染症
a．ペスト plague

　日本では「感染症法」で一類感染症に指定され

ている。ペストの起因菌は Y. pestis（ペスト菌）

である。ペストは中世では猛威をふるい，黒死病

と恐れられた。日本では 1926 年以降発生してい

ないが，アジアや北南米，アフリカでは現在でも

患者が見られる。保菌動物（齧歯類，プレリードッ

グなど野生動物等）からノミの吸血を介して人に

感染する他，感染動物の喫食や，感染ノミの糞便

を介しても発症する。感染経路や臨床所見により，

皮膚ペスト，腺ペスト，肺ペスト，敗血症ペスト

の病型に分類される。皮膚ペストでは病変は皮膚

に限局し，丘疹に始まり，水疱，膿疱，潰瘍と症

状が変化する。腺ペストは人でのペストの約 8 ～

9 割を占める。発症までの潜伏期は約 2 ～ 7 日で，

保菌動物を吸血したノミに刺された後，38℃以

上の発熱の後，頭痛，倦怠感，悪寒などの全身症

状の他，刺された近傍のリンパ節と頸部，腋窩や

鼠径リンパ節の有痛性腫大や膿瘍が見られる。病

変部から血流を介して肺に菌が移行し，増殖する

と肺炎症状を伴う肺ペストが引き起こされる。肺

ペストでは患者の喀痰を介した飛沫感染により感

染が拡大する。治療にはテトラサイクリンとシプ

ロフロキサシンが推奨されている。

　猫では保菌動物の齧歯類の捕食による発症が報

告されている。症状は人と同様である。肺ペスト

の猫から人や他の動物への飛沫感染が起こり得る

ため，発症猫の取扱いには十分な注意が必要であ

る。

b．豚のエルシニア症 swine yersiniosis

　原因菌はY. enterocoliticaとY. pseudotuberculosis。

エルシニア症はこれらの菌種による感染症の総称

である。幼若な肥育豚に発熱，軽度の下痢，関節

炎を引き起こすが，多くは不顕性感染である。ワ

クチンは実用化されておらず，治療にはアミノグ

リコシドやセフェム系が用いられる。保菌豚では

腸管や扁桃に菌が定着し，肉や環境汚染を通じて

表 8-4　Yersinia 属主要菌の生化学性状

Y. pestis Y. pseudotuberculosis Y. enterocolitica Y. ruckeri

運動性（22℃） － ＋ ＋ ＋
ウレアーゼ － ＋ ＋ －
オキシダーゼ － － － －
カタラーゼ ＋ ＋ ＋ ＋
インドール － V － －
クエン酸利用（Simmons 培地） － － － ＋
リジン脱炭酸 － － － ＋
グルコース ＋ ＋ ＋ ＋
ラクトース － － － －
マンニトール ＋ ＋ ＋ ＋
シュークロース － ＋ － －
ソルビトール ｄ ＋ － ｄ
セロビオース － ＋ － －
ラムノース － － ＋ －
VP 反応 － － ＋ －

V：菌株により様々
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　 表 8-11 に 示 し た よ う に，H. influenzae は， 発
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動性である。核様体，リボソーム，プラスミド等

を含んでいる。細胞質の 80% は水分で，残りの

20% は，酵素やその他の蛋白質，炭水化物，脂質，

様々な無機イオンが水分に溶解または浮遊してい

る。多くの化学反応や同化，異化反応が細胞質中

で行われている。

1）核様体
　真核細胞との最も大きく異なる原核細胞の特徴

は核膜による核の境界がないことである。細菌

の染色体は，核様体 nucleoid という構造をとる。

核様体には主に DNA が含まれ，一部の RNA およ

び関連する蛋白質（ヒストン様蛋白質）が存在す

る。核様体は，1 つの環状の染色体からなると考

えられていたが，2 つまたは 3 つの環状染色体を

もつ菌種も見つかっている（表 4-1）。病原細菌

で は，Brucella melitensis は， 約 2.1Mbp お よ び

約 1.2Mbp，Vibrio cholerae は， 約 3.0Mbp お よ

び約 1.1Mbp の大小の染色体をもつ。2 つの染色

体が増殖に必要である。

2）リボソーム
　RNA と蛋白質からなる粒子で，蛋白質合成の

場である。細菌の細胞質にはリボソームが豊富

に存在し，30S および 50S のサブユニットから

70S のリボソームが構成されている。細菌の 30S

のサブユニットは，16S rRNA および 21 種類の

蛋白質から，50S のサブユニットは 5S rRNA，

23 rRNA および 34 種類の蛋白質から構成される。

図 2-8　グラム陰性菌の細胞壁の模式図
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は Yersinia の外膜蛋白質（Yops）が，96.2kb プ

ラスミドにはエンベロープ抗原（Fraction 1），

murine toxin がコードされている。Fraction 1 抗

原，VW 抗原，ペスチシン（バクテリオシンの 1

種）などの病原因子の検出は，本菌の同定に重要

である。一方，Y. ruckeri は pYV やⅢ型分泌装置

がなく，病原因子については不明な点が多い。エ

ルシニア属菌は Y. pseudotuberculosis を除き，β-

ラクタマーゼ活性があるため，アンピシリンなど

β- ラクタム系抗生物質に対しては感受性が低い。

（3）エルシニア属菌による感染症
a．ペスト plague

　日本では「感染症法」で一類感染症に指定され

ている。ペストの起因菌は Y. pestis（ペスト菌）

である。ペストは中世では猛威をふるい，黒死病

と恐れられた。日本では 1926 年以降発生してい

ないが，アジアや北南米，アフリカでは現在でも

患者が見られる。保菌動物（齧歯類，プレリードッ

グなど野生動物等）からノミの吸血を介して人に

感染する他，感染動物の喫食や，感染ノミの糞便

を介しても発症する。感染経路や臨床所見により，

皮膚ペスト，腺ペスト，肺ペスト，敗血症ペスト

の病型に分類される。皮膚ペストでは病変は皮膚

に限局し，丘疹に始まり，水疱，膿疱，潰瘍と症

状が変化する。腺ペストは人でのペストの約 8 ～

9 割を占める。発症までの潜伏期は約 2 ～ 7 日で，

保菌動物を吸血したノミに刺された後，38℃以

上の発熱の後，頭痛，倦怠感，悪寒などの全身症

状の他，刺された近傍のリンパ節と頸部，腋窩や

鼠径リンパ節の有痛性腫大や膿瘍が見られる。病

変部から血流を介して肺に菌が移行し，増殖する

と肺炎症状を伴う肺ペストが引き起こされる。肺

ペストでは患者の喀痰を介した飛沫感染により感

染が拡大する。治療にはテトラサイクリンとシプ

ロフロキサシンが推奨されている。

　猫では保菌動物の齧歯類の捕食による発症が報

告されている。症状は人と同様である。肺ペスト

の猫から人や他の動物への飛沫感染が起こり得る

ため，発症猫の取扱いには十分な注意が必要であ

る。

b．豚のエルシニア症 swine yersiniosis

　原因菌はY. enterocoliticaとY. pseudotuberculosis。

エルシニア症はこれらの菌種による感染症の総称

である。幼若な肥育豚に発熱，軽度の下痢，関節

炎を引き起こすが，多くは不顕性感染である。ワ

クチンは実用化されておらず，治療にはアミノグ

リコシドやセフェム系が用いられる。保菌豚では

腸管や扁桃に菌が定着し，肉や環境汚染を通じて

表 8-4　Yersinia 属主要菌の生化学性状

Y. pestis Y. pseudotuberculosis Y. enterocolitica Y. ruckeri

運動性（22℃） － ＋ ＋ ＋
ウレアーゼ － ＋ ＋ －
オキシダーゼ － － － －
カタラーゼ ＋ ＋ ＋ ＋
インドール － V － －
クエン酸利用（Simmons 培地） － － － ＋
リジン脱炭酸 － － － ＋
グルコース ＋ ＋ ＋ ＋
ラクトース － － － －
マンニトール ＋ ＋ ＋ ＋
シュークロース － ＋ － －
ソルビトール ｄ ＋ － ｄ
セロビオース － ＋ － －
ラムノース － － ＋ －
VP 反応 － － ＋ －

V：菌株により様々
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